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寒暖の差が激しく,体調を崩しやすい天候不順な日が続いていま

したが,よ うやく春らしい暖かな日々 になりました。

会員の皆様方,お子様達はお元気で過ごされているでしようか。

今ごろになつてインフルエンザが学校や病院などで広がってき

ています。予防接種の効果も薄れてきているので十分ご注意下さい。

我が石川支部の歩みが「両親の集い」 2月 号に掲載されました。

少ない会員数で何とか20年活動を続けることができました。会員

の皆さんのご協力に感謝します。

まだまだ課題や問題も残されていますが,これからもみなさんと

話し合いながら子ども達が安心して暮らしていけるよう取り組ん

でいきたいと考えています。

今後ともよろしくお願いします。

HSK

会 報 「石 川 守 る 会 J NO.87

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者)

全 国 重 症 心 身 障 害 児 (者)

石 り|1県支 音Б   会 長

を 守 る 会

を 守 る 会

山 本   衛

V
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2019年度

石川県重症心身障害児(者 )を守る会総会のお知らせ

日・時  2019年 5月 19日 (日 ) 午後 1時～

場 所  医王病院 中病棟 3階 地域医療研修室

議 題  ・2018年度活動報告

・2018年度会計報告及び監査報告

・2019年度活動方針案及び予算案

・2020年東海北陸ブロック大会石川について
。役員について
。意見交換

尚,総会は正会員の過半数の出席で成立します。

お忙しいこととは思いますが,石川県や金沢市,医王病院や特別支

援学校からも来賓の方がご参加下さいます。ぜひ多数の皆様方のご参

加をお願いいたします。

福祉を取り巻く状況も日まぐるしく変化しています。子ども達が命

ある限り安心して充実した日々を送れるようみんなで協力していきま

しょう。

総会当日都合がつかずやむを得ず欠席される方は同封のハガキにて

委任状をお送り下さい。締め切りは 5月 12日 です。

よろしくおねがいします。

創立

日 程

2019年 6月 8日 (土)～ 9日 (日 )

グランドプリンスホテル新高輪 国際館パミール

東京都港区高輪  TEL(03)3442-1111
1日 目 13時～  記念講演  岡田喜篤氏

14時～ シンポジウム

「重症児者の豊かな暮らしのために」

18時～ 感謝の集い

2日 目 9時～  みんなで語ろう

10時半～  式  典

帝

駄
時

所

日

場
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医療的ケアを必要とする児・者が増えてきています。医療的ケアの内容

も高度化,多様化してきています。「医療的ケア児」という言葉も普及し

てきています。支援の場も少しずつ広がってきています。

宿泊施設に支援の手′弓l

体が自由に動かず、たんの吸引やヲ石―-2で栄養分を取る冒ろ
うが必要な「医療的ケア児」が安心して旅行できるように、北陸
a県の医療関係者や宿泊業者が、旅行中の注意点を記した手引を
作る。完成後は、ケア児の家族と宿泊施設に配る。「ケア児も家
族も普通に旅行が楽しめる社会」が目標で、実現に向けてクラウ
ドフアンデイングで支援を募つている。 (蓮野亜耶)
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正会員・賛助会員のみなさまへ

新年度会費納入についてのお願い~

日頃より本会の事業にご理解とご協力を賜 り、感謝致しております。

会員の皆様にはお変わりなくお過ごしのことと思います。引き続き会

員としてご協力のほどよろしくお願いいたします。

贅助会員のみなさまには「もつとも弱いものをひとりももれなく守る」

という本会の趣旨に賛同頂き深く感謝いたしております。今後とも重症

児者め幸せのためによろしくお願いいたします。

つきましては今年度の会費を同封の振込用紙にて納入下さいますよう

お願い申し上げます。

尚、会費については以下の通りです。

正会員の方は年額 。・・1万円(全国、石りID

賛助会員の方は年額・・5千円 (全国) 1日 1千円 (石川)

お間違いのないようご確認下さい。

会費の中には会報の購読料も含まれています。

*今 後の予定

9月 22日 (日 ) 石川県産業展示館  4号館

石川県障害者ふれあいフエステイバル

11月 16日 (土)～ 17日   名古屋市

全国重症心身障害児 (者)を守る会東海北陸ブロック大会

言卜 報 平成 30年 3月 本会会員の堂本安希子様がお亡くなりになられま

した。心よりご冥福をお祈りいたします。      4

編集人  石り|1県重症心身障害児鰭 )を守る会

連絡先  929-0123石川県能美市中町ツ88-1

TEL0761--56-0610

会長  山本 衛

発行人  北陸障害者定期刊行物協会
‐  富山市今泉 312番地

定 価    30円
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